
船舶事故等調査報告書 

平成２２年９月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第２１９号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年８月２１日（金） １２時４６分ごろ 

発生場所 三重県津市白塚港南防波堤灯台から真方位０９３.５°１.３海里付近 

（概位 北緯３４°４５.７′ 東経１３６°３４.１′） 

事故等調査の経過  平成２１年８月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ａ 清掃兼油回収船 白
はく

龍
りゅう

、１９８トン 

１４０８８２、国土交通省 

Ｂ モーターボート APRILWING
エイプリルウィング

 ５、５トン未満 

   ２４３－９４０４三重、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、五級海技士（航海）（履歴限定） 

Ｂ 船長、二級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部に長さ約１.２ｍの擦過傷 

Ｂ 船首先端に約５cmの圧損及び船首部ハンドレール一部曲損 

 事故等の経過  Ａ船は、白塚港南防波堤灯台東方沖において、船長Ａほか５人が乗り組

み、約１１０°（真方位、以下同じ。）に船首を向けて錨泊中、Ｂ船は、

船長Ｂが１人で乗船し、約０２０°の針路及び約４.０ノットの速力で帆走

中、平成２１年８月２１日１２時１８分ごろ、Ａ船の右舷中央部とＢ船の

船首部がほぼ直角に衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の末期 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 なし 

判明した事項の解析  Ａ船は錨泊中、Ｂ船は帆走して北進中、白塚港

南防波堤灯台東方沖において、両船が衝突したも

のと考えられる。 

Ａ船は、見張りを行っていなかったので、Ｂ船

の接近に気付かなかったものと考えられる。 

 Ｂ船は北進中、船長Ｂが、読書をしていて見張

りを行わなかったため、Ａ船に気付かなかったも

のと考えられる。 

原因  本事故は、白塚港南防波堤灯台東方沖において、Ａ船が錨泊中、Ｂ船が

北進中、Ｂ船が見張りを行わなかったため、両船が衝突したことにより発

生したものと考えられる。 

 

 




